
　マイクロカプセルがはじめて感圧複写紙に応用され、使われるようになってから30年近くになりま

す。その間、マイクロカプセルの技術は新しい技術シーズとして、またエキゾチック・マテリアルと

して注目され、各方面への応用が期待され、試みられておりますが、実際に商品化され、順調に売上

が伸びているものは比較的少ないようです。 

　今回は、マイクロカプセルとは、どのようなものか、その機能、製造方法、応用用途などについて

説明し、さらに商品化された応用用途の１つである、プレコートボルト・メック加工（ネジ部固着剤

の加工）について紹介いたします。 
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C昨秋、スリーボンド・オブ・アメリカの本社社屋・新工 

場（写真）がロスアンジェルス市に隣接したトーレンス市 

に落成し稼動をはじめました。 

　新工場の完成により、アメリカ国内での供給・サービス 

体制が整い、スリーボンドの商品を安心してご使用いただ 

けるようになりました。 

　今後、数年のうちに、ほとんどの製品が現地生産できる 

ようになり、納期・納入・サービスが安定化いたします。 

Cスリーボンド・オブ・アメリカでは、嫌気性接着剤（ＴＢ１３００シリーズ）や瞬間接着剤（ＴＢ１７００シリーズ） 

などを航空機製造メーカーの製造工程中のメカニカルパーツにご使用いただいておりますが、嫌気性接着剤はＭ 

ＩＬ規格（米軍規格）の合格品として高評価を得ております。 

　とくに米国政府調達局（ＧＥＮＥＲＡＬ ＳＥＲＶＩＣＥＳ ＡＤＭＩＮＩＳＴＲＡＴＩＯＮ，ＦＥＤＥＲＡＬ ＳＵＰＰＬＹ ＳＥＲＶＩＣＥ）   

に対する嫌気性接着剤の納入に関しては、スリーボンド・オブ・アメリカの商品性能と品質管理体制が認められ、

調達局の立合検査も免除され、自社の検査のみで出荷しております。 

　さらにボーイング社、ロッキード社、ノースロップ社でもスリーボンドの商品が認定され、またそれらの航空

機周辺産業へも浸透しております。 

　スリーボンド・オブ・アメリカでは、日本と同じように営業技術員が直接ユーザーを訪問し、きめの細かいサ

ービスで好評を得ております。 

　また日系企業の現地法人にも日本と同じ品質の商品が供給され、信頼されてご使用いただいております。 

　その他、現地の大手ホールセラーを通し、多種の接着剤などがスーパーマーケットなどを通して全国的規模で

販売され使用されております。 

 

＊住所・TEL・TELEX・代表者＊ 
 
Ｔｈｒｅｅ Ｂｏｎｄ ｏｆ Ａｍｅｒｉｃａ 
 20815 Ｈｉｇｇｉｎｓ Ｃｏｕｒｔ, Ｔｏｒｒａｎｃｅ, Ｃａｌｉｆ.90501, Ｕ.Ｓ.Ａ. 
 Ｐｈｏｎｅ, (213) 320-3342.  ＴＥＬＥＸ, 23-664634 ＴＨＲＥＥＢＯＮＤ ＴＲＮＣ.  
 ＩＣＨＩＲＯ ＵＫＵＭＯＲＩ 

 
 

＊ブラジル（南米）＊  
スリーボンドブラジル工商では、南米各国への供給と共に国内の輸送機械メーカー各社より液状ガスケット嫌気

性接着剤のご指定を受けることが多くなってまいりました。これもひとえに長年の皆さま方のご愛顧の賜物と深

く感謝申しあげますとともに、さらに生産品目を増やしお役に立ちたいと念じております。 
 

＊ヨーロッパ＊  
スリーボンドヨーロッパでは、プレコートボルトが自動車メーカーのラインに採用されはじめ、重要部分に使用

されております。 
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１．マイクロカプセル  
 
　 
１－１　マイクロカプセルとは 　 

　マイクロカプセルとは、ポリマーや製膜性の物質を壁膜

とし、液体や固体の芯物質を被覆した文字通り微小な容器

で、大きさに定義はないが、一般には５μmから300μmのも

のが使われている。 

　このマイクロカプセルは、圧力、熱、光、酸、薬品など

の内、希望する手段で壁膜を破壊し、芯物質をとりだすこ

とができるように予め調整されている。また壁膜を破壊し

なくても、壁膜にある微細な孔から芯物質を徐々に放出す

ることもできる。 
 
１－２　マイクロカプセルの機能  

　マイクロカプセルは単に液体や固体物質を壁膜物質で被

覆しただけのものであるが、被覆しない場合に対し、多く

の機能を持っている。 

　a） 反応物質の隔離 

　お互いに反応する性質の物質も、どちらか一方をカプセ

ル化すれば、混合しても反応することなく１パッケージで

貯蔵することができる。 

　この機能を利用したのが、プレコートボルト・メック加

工であり、感圧複写紙もこの機能を利用して、発色させて

いるといえる。 

　b） 揮発性物質の保護 

　この代表的なものに香料、有機溶剤のマイクロカプセル

がある。レモンやリンゴの絵の印刷部分を爪でこすると、

レモンやリンゴの香りがする広告宣伝や、ティシューペー

パー、メンソールをカプセル化して加工したタバコなどが

それである。 

　プレコートボルト・メック加工の中のＴＢ２４５０は、有機溶

剤をマイクロカプセル化したもので、この機能を利用して

いる。  

　c） 湿気、酸素からの保護 

　液晶（コレステリックタイプ）を玩具や広告、温度計に

応用できるようになったのも、マイクロカプセル化して湿

気や酸素から液晶を保護できるようになったからといえる。 

　d） 毒性物質の取扱いの安全化 

　農薬分野における殺虫剤、除草剤、殺菌剤などもマイク

ロカプセル化すれば安心して取扱うことができる。 

　またエポキシ樹脂の硬化剤もマイクロカプセル化すれば、

カブレを心配しないで使うことができる。 

　e） 味、臭気の隠ぺい  

　味や臭いで服用しにくい薬剤をマイクロカプセル化する
ことにより、抵抗なく服用することができる。 

 
１－３　マイクロカプセルの製法  
　マイクロカプセルの製法は、特許や参考文献を見ると実

に多くの方法が紹介されている。例えば次のような方法が

ある。  

　a） 界面重合法 

　b） in situ重合法 

　c） 液中硬化被覆法（オリフィス法） 

　d） 水溶液系からの相分離法（コアーセルベーション法） 

　e） 有機溶液系からの相分離法 

　f） 液中乾燥法 

　g） 融解分散冷却法 

　h） その他  

　この内比較的よく使われている、コンプレックスコアー

セルベーション法（水溶液系からの相分離法の１つ）につ

いて説明する。 

《コンプレックス  コアーセルベーション法》 

　ゼラチンとアラビアゴムの希薄水溶液（１％位）を40

℃に加温し、これに芯物質となる油状物を加え、攪拌し、

油滴のエマルジョンを作る。この系に酢酸を加え、系の

PHを4．0に下げると、油滴を核にゼラチン、アラビアゴ

ムの濃厚なコロイド相が生じてくる。 

　系を冷却するとコアーセルベートの部分のみゲル化し

て形が定まる。さらにアルデヒドなどのたん白質硬化剤

を加えて、コアーセルベートの硬化を行なうとマイクロ

カプセルができあがる。 

 
１－４　マイクロカプセルの応用例  
　マイクロカプセルの応用例は、はじめにも述べたように

比較的少ないが、使われているものは、いずれもマイクロ

カプセルならではという箇所が多い。実用例をいくつか紹

介する。  

　a） 感圧複写紙 

　感圧複写紙がマイクロカプセルの代表的応用例であるこ

とを知っている人は少なくないが、どのような機構かを正

しく知っている人は少ない。マイクロカプセルの中にイン

キが入っていて、ボールペンで書くとカプセルが破壊して

インキが出て発色するものと思っている人が多いが、実際

はそうではない。 

　感圧複写紙は２種類もしくは、３種類の用紙からなって

いる。マイクロカプセルを裏面に塗布した上用紙と顕色剤

を表面に塗布した下用紙をセットするか、用紙の表裏に顕

色剤とマイクロカプセルを塗布した中用紙を間にはさんで

次頁図のようにセットして使用する。 

　ボールペンで文字を書くとマイクロカプセルが破壊され、

中の発色剤（無色）が下の顕色剤と反応して色が出るよう

な仕組みになっているのである。この原理を応用して圧力

を色の濃度で分るようにしたのがプレスケール（富士写真 

《製品概要》  

　スリーボンド２５００番シリーズは化学的に極めて安定 

した特殊合成オリゴマーを主成分とした接点導電復活 

剤です。電気電子機器の生命といわれる接点の硫化、 

酸化などを防止すると同時に周期的反復運動による接 

触抵抗の増大を防止して接点の接触抵抗を安定化させ 

信頼性を高めます。また接点材料を低価格な材料に転 

換したり、メッキを薄くしたりすることができるなど 

コストダウンにも威力を発揮します。 
 
《特性効果》 
 
１．接点防錆保護効果 

接点表面を薄い被膜で覆い腐食性ガスや湿度との

接触を断ち酸化皮膜、硫化皮膜の発生を防止し保護

します。  

２．機械的潤滑効果 

動的接点の潤滑性を良くし摩耗変形、機械的疲労

を防止します。 
 

３．接点表面のクリーニング効果 

接点表面に発生したいろいろな吸着物や摩耗など

の積物を軟化させ除去作用を促進し導電性を回復さ

せます。 
 

《特　　長》  

１．硫化水素ガス、亜硫酸ガスなどの腐食性ガスに対

　　して優れた耐性をもっています。 

２．耐湿性に優れています。 

３．あらゆる金属に対して優れた吸着性をもっていま

　　す。 

４．潤滑性に優れています。 

５．クリーニング性に優れています。 

６．塗膜が薄いと通電し塗膜が厚いと絶縁性になる二

　　面性可逆通電作用をもっています。 

７．フィーリング性に優れています。 
 
《用　　途》  

ＩＣ、ＩＣソケット、スライドスイッチ、デップスイ

ッチ、トルクスイッチ、チューナー、ボリューム、電

源スイッチ、コネクター、ソケット、端子、電極、メ

カ潤滑、プッシュスイッチ、ロータリースイッチ etc.

 

 

　　　　 

 

《種　　類》 

接点導電復活剤  
スリーボンド２５００シリーズ 
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フィルム）である。   N） 人工イクラ 

　マイクロカプセルというには大きすぎるが、製造方法は

アルギン酸ソーダ／塩化カルシウムを使ったオリフィス法

であり、広い意味ではマイクロカプセルの応用例といえる。

この製品は天然と殆んど見分けられない外観、味といわれ

ている。 

  

２．マイクロカプセルのネジ部固着剤 

　　への応用 
　 

　マイクロカプセルの持っている「反応物質の隔離」とい

う機能をネジ部固着剤に利用したものに、プレコートボル

ト・メック加工がある。このメック加工の意味と特徴、種

類、特性について以下説明する。 
 
２－１　プレコートボルト・メック加工とは 　 

　プレコートボルトとは、予め塗布加工されたボルト、ネ

ジ類を意味し、また、メックとは、マイクロカプセル化を

意味する言葉のＭＩＣＲＯＥＮＣＡＰＳＵＬＡＴIＯＮの略、ＭＥＣ

からとった言葉である。 

　メック加工とはビス、ボルト、プラグ、パイプ等のネジ

部にマイクロカプセル化した反応性固着剤を塗布加工し、

ネジ自体にロックとシールの機能を持たせ、ネジとロック

剤、シール剤を一体化させた加工技術で、メック加工され

たネジは、そのままの状態では反応を起こさない。 

　締め付けられるとマイクロカプセルが破壊して固着剤が

滲み出し、直ちに硬化反応が開始され、ネジ部の「ゆるみ」

と「洩れ」を防止する。 

　メック加工を施されたビスやボルトはネジとロック剤と

シール剤が一体化されているので、今までのようにテープ

を巻いたり、ロック剤を塗布したりする必要はない。 

　そのまま組み付けるだけでロックとシール効果を発揮す

る。 
 
２－２　プレコートボルト・メック加工の特長  

a） 予め塗布加工してあるので、ボルト、ビス類をネジ

込むだけでシール、ロックができる。 

b） 硬化が非常に早いので組付け後すぐに次の工程に移

れる。 

c） すぐれた耐熱品性を持っている。 

d） 亜鉛メッキ、ユニクロメッキ、クロメートメッキ、

黒染ボルトなど、不活性材質にも鉄ボルト同様に重

合硬化するので、促進剤などを使う必要はない。 

e） 摩擦係数が小さく、充分な軸力が得られる。 

f） 塗布加工されたボルトなどは、乾燥状態であるので

臭気がなく、火気の心配がない。 

　b）　医薬品 

　医薬品をマイクロカプセル化する理由は 

　１）服用に際しての味や臭いの不快感をなくす。 

　２）効果を持続させる。（カプセルを破壊せず、徐放性を

　　　利用） 

　３）外部環境による変質を防ぐ。 

　　以上の３つが大きな理由である。 

　c） 香　料 

　必要なときに爪でこするか手でもんでカプセルを破壊す

ると香りが出せるためティシューペーパー、メンソール入

りタバコ、宣伝などに使われている。 

　d）　液　晶 

　主として熱感応型のコレステリックタイプの液晶が使わ

れ、温度計や宣伝用に使用されている。 

　テクニカルニュースのファイルの背に貼付してある温度

計もこの液晶温度計である。 

　e）　接着剤 

　マイクロカプセル型接着剤は主として本来２液型のもの

の片方をマイクロカプセル化し、一液型として使われてい

るが、実用に際しては多少問題がある。１つは、マイクロ

カプセルの破壊が完全にいくかどうか、また破壊されたも

のが充分混合されるかどうか。 

　さらに自動塗布をする場合、開閉部分でカプセルが破壊

されてしまわないか、カプセルの壁膜を透過して容器内で

ゲル化しないかといった問題である。セメダイン（株）では、

これらの問題を一応解決した商品を出してはいるが、マイ

クロカプセルがうまく破壊されないといった問題から、需

要は伸びなやんでいる。 

　f）　ネジ部固着剤 

　基本的には接着剤と同じであるが、ネジ込む時の抵抗で、

マイクロカプセルが完全に破壊され、さらにスクリュー効

果で自動的に混合が行なわれるためマイクロカプセルの接

着用途としては、ぴったりである。この目的で開発された

のがプレコートボルトメック加工で、詳しくは後で述べる。 
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メック加工されたボルト 

メック加工されたボルトの断面図 
 

 

２－３　プレコートボルト・メック加工の 

　　　　種類と特性 
 
　a） プレコートボルト・メック加工に使う固着剤の種類 

▲メック加工されたネジ 
 
▼メック加工に使用されている 
　　　　　　　マイクロカプセルの顕微鏡写真 

※１：ＪＩＳ２級Ｍ１０×１．５鉄生地ボルトナット：初期締付力３００ｋｇｆーｃｍ：硬化２５℃×２４時間後の戻しトルク 

※２：硬化２５℃×４８時間、熱エージングされると硬化が促進され高強度となる。振動、衝撃などに対して優れた耐性を 

　　　有し、加熱されると高固着力を発揮。 

 

　溶剤タイプの常温乾燥型銀系塗料。密着が極めてよ

く従来不可能だったプラスチック類への塗布も可能で、 

コンデンサー類の電極、電波シールド用、ネジの導電

ロックなどに最適。 

《性状および特性》 

一液性エポキシ配合樹脂 
スリーボンド２０６２・２０６３シリーズ 

《概　　要》 
　スリーボンド２０６２・２０６３シリーズは低温加熱硬化型
の一液性エポキシ配合樹脂で 100℃内外の温度で重反 

応硬化し電気特性、物理特性にすぐれた硬化物を形成

し、接着、シール、注型分野で広く応用することがで 

きます。 
 
《特　　長》  
q　低温加熱、短時間硬化が可能です。 
 １００℃ ×４０ ～６０分 

 １２０℃ ×２０ ～３０分 

 １５０℃ ×１０分 

w　保存安定性が良好 

 ２５℃で５～６ケ月以上 

e　従来の加熱硬化型に比べ比較的低い温度で硬化さ

せることができるため熱による歪の少ない硬化物

を得ることができます。 

r　硬化時の発泡がありません。 

　　スリーボンド２０６３シリーズは特に硬化時の発熱温

度が低く、良好な硬化物を得ることができます。 

t　一液のため混合攪拌の必要がなく省力機械などに

よるライン化がはかれます。 

《特性一覧表》 
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　b） ボルト材質と固着力　   （kgf-cm） 

　プレコートボルト・メック加工に使う固着剤の種類は、

大きくは強度により３つに分けており、高強度はＴＢ２４３０、 

 

中強度はＴＢ２４０３、低強度は２４１０について示す。なお、中

強度グループには、６グレードあるが、固着力そのものは 

いずれも同じような傾向を示すため、ＴＢ２４０３で代表して

示す。 
試験ボルト ＪＩＳ２級Ｍ１０×１．５ 
 鉄生地 

　c） ボルト（ビス）径と固着力　（kgf-cm） 

　 試験ボルト ＪＩＳ２級Ｍ３～１４ 

 鉄生地 

 

　d） 耐薬品性　  （kgf-cm） 

　 試験ボルト ＪＩＳ２級Ｍ１０×１．５　鉄生地 

締付トルク ３００ｋｇｆーｃｍ 

新 製 品 紹 介  

導電性樹脂材料 
スリーボンド３３００シリーズ 

 

　スリーボンド３３００シリーズは電子機器および電子部

品を対象とした一種の導電材料で、用途によってペー

スト、接着剤、塗料の３種類があります。 

　酸化防止に特殊な工夫を加え、高導電性銅ペースト

が実現したもので、導電性は銀ペーストと同等。 

　特殊な導電フィラーの使用で従来の銀ペーストの省

貴金属化をはかり、コストの３０～４０％引き下げを実現

した。各種電極、印刷回路、ジャンパー線など銀ペー

ストの代替製品。 

　一液性加熱硬化型の銀フィラー系接着剤で、１２０℃

（従来150℃）と低温短時間で硬化するのが特徴、用途

は電極、リード線などの接着。 

 

《性状および特性》 

 

《性状および特性》 

《性状および特性》 



6 7

　e） シール性 

　図－１、図－２のような試験装置を使い、図－３のよう
に２０ｋｇｆ/ｃｍ２まで加圧、５時間保圧後、漏れ状況を確認した。 

試験結果（20本中のもれ本数） 

　f）  耐熱性（熱時固着力）（kgf-cm） 

　－４０℃から＋１５０℃までの各温度における固着力は次の
通り。 

使用ボルト ＪＩＳ２級 Ｍ１０×１．５ 鉄生地 

締付トルク ３００ｋｇｆ-ｃｍ 

　メック加工はシールテープやロック剤を塗布する必要が

なく、自動化・省力化といった時代の趨勢にマッチし、着

実にその用途を広げております。 

　メック加工の使用箇所はネジ部を有するあるゆる分野に

わたっていますが、その使用箇所の一部をご紹介します。 

《参　考　文　献》 

１）近藤朝士『マイクロカプセル』日刊工業新聞社（１９７０） 

２）近藤　保・小石真純『マイクロカプセル』三共出版 

　　（１９７７） 

３）『化学と工業』・２２（１９６９） 

おわりに 

● 上記の試験成績は製品規格ではありません。当該部品でご確認の上ご使用ください。 

  ＴＢはスリーボンドの略。 

紫外線照射装置 

１．紫外線とは 

２．紫外線光源の種類と特性 

３．冷却方式 

４．紫外線照射装置の安全性について 

次 回 掲 載 予 定  
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メック加工されたボルト 

メック加工されたボルトの断面図 
 

 

２－３　プレコートボルト・メック加工の 

　　　　種類と特性 
 
　a） プレコートボルト・メック加工に使う固着剤の種類 

▲メック加工されたネジ 
 
▼メック加工に使用されている 
　　　　　　　マイクロカプセルの顕微鏡写真 

※１：ＪＩＳ２級Ｍ１０×１．５鉄生地ボルトナット：初期締付力３００ｋｇｆーｃｍ：硬化２５℃×２４時間後の戻しトルク 

※２：硬化２５℃×４８時間、熱エージングされると硬化が促進され高強度となる。振動、衝撃などに対して優れた耐性を 

　　　有し、加熱されると高固着力を発揮。 

 

　溶剤タイプの常温乾燥型銀系塗料。密着が極めてよ

く従来不可能だったプラスチック類への塗布も可能で、 

コンデンサー類の電極、電波シールド用、ネジの導電

ロックなどに最適。 

《性状および特性》 

一液性エポキシ配合樹脂 
スリーボンド２０６２・２０６３シリーズ 

《概　　要》 
　スリーボンド２０６２・２０６３シリーズは低温加熱硬化型
の一液性エポキシ配合樹脂で 100℃内外の温度で重反 

応硬化し電気特性、物理特性にすぐれた硬化物を形成

し、接着、シール、注型分野で広く応用することがで 

きます。 
 
《特　　長》  
q　低温加熱、短時間硬化が可能です。 
 １００℃ ×４０ ～６０分 

 １２０℃ ×２０ ～３０分 

 １５０℃ ×１０分 

w　保存安定性が良好 

 ２５℃で５～６ケ月以上 

e　従来の加熱硬化型に比べ比較的低い温度で硬化さ

せることができるため熱による歪の少ない硬化物

を得ることができます。 

r　硬化時の発泡がありません。 

　　スリーボンド２０６３シリーズは特に硬化時の発熱温

度が低く、良好な硬化物を得ることができます。 

t　一液のため混合攪拌の必要がなく省力機械などに

よるライン化がはかれます。 

《特性一覧表》 

 



310

 水 性 接 着 剤  
 スリーボンド１５４１・１５４１Ｂ 

《組成および性状》 

《蒸発量と時間》 

《各種被着体による剥離強度》 

《概要および特長》 

　スリーボンド１５４１はアクリル系エマルジョンを主成

分とした一液タイプの水性接着剤です。従来の水性接

着剤では解決できなかった初期接着を大幅に改善、有

機溶剤系接着剤にちかい初期接着力を発揮します。 

試験方法 

　ガラス板（５０×５０m/m）に接着剤をＷｅｔ１００ｇ/ｍ２にな

るように塗布し、恒温恒湿室（2５℃×６５％）にしてそ 

試験条件 

　塗 布 方 法  パーコーダー#５０にて両面塗布 

　オープンタイム ６０分 

　セットタイム  ４８時間 

　圧 着 方 法  ５kgローラー５往復 

　引 張 試 験 機  インストロン２００ｍｍ/ｍｉｎ（引張 

 速度） 

の蒸発量を化学天秤にて測定。 

　また溶剤が水のため発火の心配もなく、人体に対す

る影響もありません。耐水性、耐熱性に優れ、有機溶

剤系接着剤では使用できなかった発泡スチレン、発泡

ウレタン、木材などの吸水性のある被着体は勿論のこ

と、ガラス、プラスチック、セラミックなどを強力に

接着する汎用タイプの水性接着剤です。 

フィルム）である。   N） 人工イクラ 

　マイクロカプセルというには大きすぎるが、製造方法は

アルギン酸ソーダ／塩化カルシウムを使ったオリフィス法

であり、広い意味ではマイクロカプセルの応用例といえる。

この製品は天然と殆んど見分けられない外観、味といわれ

ている。 

  

２．マイクロカプセルのネジ部固着剤 

　　への応用 
　 

　マイクロカプセルの持っている「反応物質の隔離」とい

う機能をネジ部固着剤に利用したものに、プレコートボル

ト・メック加工がある。このメック加工の意味と特徴、種

類、特性について以下説明する。 
 
２－１　プレコートボルト・メック加工とは 　 

　プレコートボルトとは、予め塗布加工されたボルト、ネ

ジ類を意味し、また、メックとは、マイクロカプセル化を

意味する言葉のＭＩＣＲＯＥＮＣＡＰＳＵＬＡＴＯＮの略、ＭＥＣ

からとった言葉である。 

　メック加工とはビス、ボルト、プラグ、パイプ等のネジ

部にマイクロカプセル化した反応性固着剤を塗布加工し、

ネジ自体にロックとシールの機能を持たせ、ネジとロック

剤、シール剤を一体化させた加工技術で、メック加工され

たネジは、そのままの状態では反応を起こさない。 

　締め付けられるとマイクロカプセルが破壊して固着剤が

滲み出し、直ちに硬化反応が開始され、ネジ部の「ゆるみ」

と「洩れ」を防止する。 

　メック加工を施されたビスやボルトはネジとロック剤と

シール剤が一体化されているので、今までのようにテープ

を巻いたり、ロック剤を塗布したりする必要はない。 

　そのまま組み付けるだけでロックとシール効果を発揮す

る。 
 
２－２　プレコートボルト・メック加工の特長  

a） 予め塗布加工してあるので、ボルト、ビス類をネジ

込むだけでシール、ロックができる。 

b） 硬化が非常に早いので組付け後すぐに次の工程に移

れる。 

c） すぐれた耐熱品性を持っている。 

d） 亜鉛メッキ、ユニクロメッキ、クロメートメッキ、

黒染ボルトなど、不活性材質にも鉄ボルト同様に重

合硬化するので、促進剤などを使う必要はない。 

e） 摩擦係数が小さく、充分な軸力が得られる。 

f） 塗布加工されたボルトなどは、乾燥状態であるので

臭気がなく、火気の心配がない。 

　b）　医薬品 

　医薬品をマイクロカプセル化する理由は 

　１）服用に際しての味や臭いの不快感をなくす。 

　２）効果を持続させる。（カプセルを破壊せず、徐放性を

　　　利用） 

　３）外部環境による変質を防ぐ。 

　　以上の３つが大きな理由である。 

　c） 香　料 

　必要なときに爪でこするか手でもんでカプセルを破壊す

ると香りが出せるためティシューペーパー、メンソール入

りタバコ、宣伝などに使われている。 

　d）　液　晶 

　主として熱感応型のコレステリックタイプの液晶が使わ

れ、温度計や宣伝用に使用されている。 

　テクニカルニュースのファイルの背に貼付してある温度

計もこの液晶温度計である。 

　e）　接着剤 

　マイクロカプセル型接着剤は主として本来２液型のもの

の片方をマイクロカプセル化し、一液型として使われてい

るが、実用に際しては多少問題がある。１つは、マイクロ

カプセルの破壊が完全にいくかどうか、また破壊されたも

のが充分混合されるかどうか。 

　さらに自動塗布をする場合、開閉部分でカプセルが破壊

されてしまわないか、カプセルの壁膜を透過して容器内で

ゲル化しないかといった問題である。セメダイン（株）では、

これらの問題を一応解決した商品を出してはいるが、マイ

クロカプセルがうまく破壊されないといった問題から、需

要は伸びなやんでいる。 

　f）　ネジ部固着剤 

　基本的には接着剤と同じであるが、ネジ込む時の抵抗で、

マイクロカプセルが完全に破壊され、さらにスクリュー効

果で自動的に混合が行なわれるためマイクロカプセルの接

着用途としては、ぴったりである。この目的で開発された

のがプレコートボルトメック加工で、詳しくは後で述べる。 
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１．マイクロカプセル  
 
　 
１－１　マイクロカプセルとは 　 

　マイクロカプセルとは、ポリマーや製膜性の物質を壁膜

とし、液体や固体の芯物質を被覆した文字通り微小な容器

で、大きさに定義はないが、一般には５μmから300μmのも

のが使われている。 

　このマイクロカプセルは、圧力、熱、光、酸、薬品など

の内、希望する手段で壁膜を破壊し、芯物質をとりだすこ

とができるように予め調整されている。また壁膜を破壊し

なくても、壁膜にある微細な孔から芯物質を徐々に放出す

ることもできる。 
 
１－２　マイクロカプセルの機能  

　マイクロカプセルは単に液体や固体物質を壁膜物質で被

覆しただけのものであるが、被覆しない場合に対し、多く

の機能を持っている。 

　a） 反応物質の隔離 

　お互いに反応する性質の物質も、どちらか一方をカプセ

ル化すれば、混合しても反応することなく１パッケージで

貯蔵することができる。 

　この機能を利用したのが、プレコートボルト・メック加

工であり、感圧複写紙もこの機能を利用して、発色させて

いるといえる。 

　b） 揮発性物質の保護 

　この代表的なものに香料、有機溶剤のマイクロカプセル

がある。レモンやリンゴの絵の印刷部分を爪でこすると、

レモンやリンゴの香りがする広告宣伝や、ティシューペー

パー、メンソールをカプセル化して加工したタバコなどが

それである。 

　プレコートボルト・メック加工の中のＴＢ２４５０は、有機溶

剤をマイクロカプセル化したもので、この機能を利用して

いる。  

　c） 湿気、酸素からの保護 

　液晶（コレステリックタイプ）を玩具や広告、温度計に

応用できるようになったのも、マイクロカプセル化して湿

気や酸素から液晶を保護できるようになったからといえる。 

　d） 毒性物質の取扱いの安全化 

　農薬分野における殺虫剤、除草剤、殺菌剤などもマイク

ロカプセル化すれば安心して取扱うことができる。 

　またエポキシ樹脂の硬化剤もマイクロカプセル化すれば、

カブレを心配しないで使うことができる。 

　e） 味、臭気の隠ぺい  

　味や臭いで服用しにくい薬剤をマイクロカプセル化する
ことにより、抵抗なく服用することができる。 

 
１－３　マイクロカプセルの製法  
　マイクロカプセルの製法は、特許や参考文献を見ると実

に多くの方法が紹介されている。例えば次のような方法が

ある。  

　a） 界面重合法 

　b） in situ重合法 

　c） 液中硬化被覆法（オリフィス法） 

　d） 水溶液系からの相分離法（コアーセルベーション法） 

　e） 有機溶液系からの相分離法 

　f） 液中乾燥法 

　g） 融解分散冷却法 

　h） その他  

　この内比較的よく使われている、コンプレックスコアー

セルベーション法（水溶液系からの相分離法の１つ）につ

いて説明する。 

《コンプレックス  コアーセルベーション法》 

　ゼラチンとアラビアゴムの希薄水溶液（１％位）を40

℃に加温し、これに芯物質となる油状物を加え、攪拌し、

油滴のエマルジョンを作る。この系に酢酸を加え、系の

PHを4．0に下げると、油滴を核にゼラチン、アラビアゴ

ムの濃厚なコロイド相が生じてくる。 

　系を冷却するとコアーセルベートの部分のみゲル化し

て形が定まる。さらにアルデヒドなどのたん白質硬化剤

を加えて、コアーセルベートの硬化を行なうとマイクロ

カプセルができあがる。 

 
１－４　マイクロカプセルの応用例  
　マイクロカプセルの応用例は、はじめにも述べたように

比較的少ないが、使われているものは、いずれもマイクロ

カプセルならではという箇所が多い。実用例をいくつか紹

介する。  

　a） 感圧複写紙 

　感圧複写紙がマイクロカプセルの代表的応用例であるこ

とを知っている人は少なくないが、どのような機構かを正

しく知っている人は少ない。マイクロカプセルの中にイン

キが入っていて、ボールペンで書くとカプセルが破壊して

インキが出て発色するものと思っている人が多いが、実際

はそうではない。 

　感圧複写紙は２種類もしくは、３種類の用紙からなって

いる。マイクロカプセルを裏面に塗布した上用紙と顕色剤

を表面に塗布した下用紙をセットするか、用紙の表裏に顕

色剤とマイクロカプセルを塗布した中用紙を間にはさんで

次頁図のようにセットして使用する。 

　ボールペンで文字を書くとマイクロカプセルが破壊され、

中の発色剤（無色）が下の顕色剤と反応して色が出るよう

な仕組みになっているのである。この原理を応用して圧力

を色の濃度で分るようにしたのがプレスケール（富士写真 

《製品概要》  

　スリーボンド２５００番シリーズは化学的に極めて安定 

した特殊合成オリゴマーを主成分とした接点導電復活 

剤です。電気電子機器の生命といわれる接点の硫化、 

酸化などを防止すると同時に周期的反復運動による接 

触抵抗の増大を防止して接点の接触抵抗を安定化させ 

信頼性を高めます。また接点材料を低価格な材料に転 

換したり、メッキを薄くしたりすることができるなど 

コストダウンにも威力を発揮します。 
 
《特性効果》 
 
１．接点防錆保護効果 

接点表面を薄い被膜で覆い腐食性ガスや湿度との

接触を断ち酸化皮膜、硫化皮膜の発生を防止し保護

します。  

２．機械的潤滑効果 

動的接点の潤滑性を良くし摩耗変形、機械的疲労

を防止します。 
 

３．接点表面のクリーニング効果 

接点表面に発生したいろいろな吸着物や摩耗など

の積物を軟化させ除去作用を促進し導電性を回復さ

せます。 
 

《特　　長》  

１．硫化水素ガス、亜硫酸ガスなどの腐食性ガスに対

　　して優れた耐性をもっています。 

２．耐湿性に優れています。 

３．あらゆる金属に対して優れた吸着性をもっていま

　　す。 

４．潤滑性に優れています。 

５．クリーニング性に優れています。 

６．塗膜が薄いと通電し塗膜が厚いと絶縁性になる二

　　面性可逆通電作用をもっています。 

７．フィーリング性に優れています。 
 
《用　　途》  

ＩＣ、ＩＣソケット、スライドスイッチ、デップスイ

ッチ、トルクスイッチ、チューナー、ボリューム、電

源スイッチ、コネクター、ソケット、端子、電極、メ

カ潤滑、プッシュスイッチ、ロータリースイッチ etc.

 

 

　　　　 

 

《種　　類》 

接点導電復活剤  
スリーボンド２５００シリーズ 



　マイクロカプセルがはじめて感圧複写紙に応用され、使われるようになってから30年近くになりま

す。その間、マイクロカプセルの技術は新しい技術シーズとして、またエキゾチック・マテリアルと

して注目され、各方面への応用が期待され、試みられておりますが、実際に商品化され、順調に売上

が伸びているものは比較的少ないようです。 

　今回は、マイクロカプセルとは、どのようなものか、その機能、製造方法、応用用途などについて

説明し、さらに商品化された応用用途の１つである、プレコートボルト・メック加工（ネジ部固着剤

の加工）について紹介いたします。 

マイクロカプセルと 

　　　ネジ部固着剤への応用 
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C昨秋、スリーボンド・オブ・アメリカの本社社屋・新工 

場（写真）がロスアンジェルス市に隣接したトーレンス市 

に落成し稼動をはじめました。 

　新工場の完成により、アメリカ国内での供給・サービス 

体制が整い、スリーボンドの商品を安心してご使用いただ 

けるようになりました。 

　今後、数年のうちに、ほとんどの製品が現地生産できる 

ようになり、納期・納入・サービスが安定化いたします。 

Cスリーボンド・オブ・アメリカでは、嫌気性接着剤（ＴＢ１３００シリーズ）や瞬間接着剤（ＴＢ１７００シリーズ） 

などを航空機製造メーカーの製造工程中のメカニカルパーツにご使用いただいておりますが、嫌気性接着剤はＭ 

ＩＬ規格（米軍規格）の合格品として高評価を得ております。 

　とくに米国政府調達局（ＧＥＮＥＲＡＬ ＳＥＲＶＩＣＥＳ ＡＤＭＩＮＩＳＴＲＡＴＩＯＮ，ＦＥＤＥＲＡＬ ＳＵＰＰＬＹ ＳＥＲＶＩＣＥ）   

に対する嫌気性接着剤の納入に関しては、スリーボンド・オブ・アメリカの商品性能と品質管理体制が認められ、

調達局の立合検査も免除され、自社の検査のみで出荷しております。 

　さらにボーイング社、ロッキード社、ノースロップ社でもスリーボンドの商品が認定され、またそれらの航空

機周辺産業へも浸透しております。 

　スリーボンド・オブ・アメリカでは、日本と同じように営業技術員が直接ユーザーを訪問し、きめの細かいサ

ービスで好評を得ております。 

　また日系企業の現地法人にも日本と同じ品質の商品が供給され、信頼されてご使用いただいております。 

　その他、現地の大手ホールセラーを通し、多種の接着剤などがスーパーマーケットなどを通して全国的規模で

販売され使用されております。 

 

＊住所・TEL・TELEX・代表者＊ 
 
Ｔｈｒｅｅ Ｂｏｎｄ ｏｆ Ａｍｅｒｉｃａ 
 20815 Ｈｉｇｇｉｎｓ Ｃｏｕｒｔ, Ｔｏｒｒａｎｃｅ, Ｃａｌｉｆ.90501, Ｕ.Ｓ.Ａ. 
 Ｐｈｏｎｅ, (213) 320-3342.  ＴＥＬＥＸ, 23-664634 ＴＨＲＥＥＢＯＮＤ ＴＲＮＣ.  
 ＩＣＨＩＲＯ ＵＫＵＭＯＲＩ 

 
 

＊ブラジル（南米）＊  
スリーボンドブラジル工商では、南米各国への供給と共に国内の輸送機械メーカー各社より液状ガスケット嫌気

性接着剤のご指定を受けることが多くなってまいりました。これもひとえに長年の皆さま方のご愛顧の賜物と深

く感謝申しあげますとともに、さらに生産品目を増やしお役に立ちたいと念じております。 
 

＊ヨーロッパ＊  
スリーボンドヨーロッパでは、プレコートボルトが自動車メーカーのラインに採用されはじめ、重要部分に使用

されております。 
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